
　文部科学省は令和元年、全国の
教育委員会などに、学校と保護者
間のデジタル化の推進を求める通
知を出した。当市のデジタル化の
進捗状況と保護者からの意見・要
望は。他市のデジタル化推進では、
アプリ導入で教員の業務時間削減
の例もあり、検討してはいかがか。

　各学校でデジタル化が進み、効
果的に運用している。保護者から
は、学校配布物のアプリによる配
信などの要望が寄せられている。
教員の負担軽減のためのアプリ導
入は、一部の学校で運用を始めて
おり、併せて、統合型校務支援シ
ステムの導入を検討している。

問 小中学校事務の
デジタル化について 答 統合型校務支援システム

導入を検討する

　体育授業の武道必修は、中学校
学習指導要領で平成24年から、男
女共１、２年生に完全実施された。
当市の取組状況と担当教員のみで
の問題点は。久喜市では２校の剣
道授業に外部指導者のアシスタン
ト制を導入しているが、教員の負
担軽減のため導入してはいかがか。

　本市では３校で柔道、１校で剣
道を実施している。担当教員が知
識や技能の面だけでなく、健康面
や安全面にも配慮して武道の授業
を問題なく実施しており、外部指
導者の導入は、現段階では検討し
ていない。教職員からの要望があ
れば対応できるよう連携を図る。

問 中学校の体育授業に
おける武道必修 答 教職員からの要望が

あれば対応していく

　実ケ谷久伊豆神社前交差点への
信号機設置や市道128号線への横
断歩道設置については、地元の度
重なる要望にもかかわらず県公安
委員会での進展がない。「県との
連携強化の礎として粉骨砕身」を
誓った副市長は、事態をどのよう
に動かしていくのか。

　信号機及び横断歩道については、
県公安委員会から交差点の交通量
等を踏まえ、設置は難しいとの回
答があった。市では、今後の交通
量や横断者数などの状況を踏まえ、
関係住民の熱意とともに、久喜警
察署を通じて県公安委員会に粘り
強く要望していく。

　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

問 副市長の力で信号機と
横断歩道の整備を 答 県公安委員会に

粘り強く要望する

　樋ノ口の路線断絶はいつどのよ
うに解消されるのか。買収が難航
するなら進路を南寄りに変更して
はどうか。篠津神山東交差点の直
角屈折解消（バイパスの整備）や
寺塚交差点までの片側複線化で慢
性的渋滞を解消しては。将来的に
は白岡菖蒲ICに直結しては。

　開通は、交渉が難航し未定のた
め、公用地を有効活用できないか
など早期開通に向け要望内容を検
討していく。また、渋滞緩和は、
現状を説明し実現可能な対策を講
じるよう働き掛けを行う。なお、
ICへの直結は難しいため、まずは
早期開通の要望をしていく。

問 副市長の力で県道春日部
菖蒲線の整備を 答 早期開通などの要望を

行っていく

　子どもが病気になったとき、一
時的に保育してくれるのが病児保
育である。当市に住みたい、住み
続けたいと思う子育て家庭には、
是非とも必要。近隣で実施してい
ないのは、当市と蓮田市だけ。な
ぜ実現できないのか。実現するた
めには何が必要か。

　病児保育は、病児を預かるリス
クに加え、人員確保や設備投資に
対する負担から、導入が難しい事
業である。
　保育所の新規開設時など事業者
に実施をお願いしていくとともに、
国、県に対し、補助等の支援策の
拡充を求めていく。

問 病児保育の実現を 答 保育所新規開設時等に
実施を促していく

　不登校児童生徒76名のうち教
育支援センターを利用しているの
は12名に過ぎない。不登校児童
生徒は学校を拒否している。教育
支援センターが学校とは違う組織
となることで、子どもたちが安心
できる居場所となり、保護者には
相談機関となるのではないか。

　児童生徒一人一人の願いを大切
にして、それぞれに合った形で支
援を行うことが大切である。教育
支援センターは、自分に合ったペー
スで通室ができ、魅力的な居場所
になれると考える。今後も児童生
徒の悩みに寄り添い、ニーズを把
握し必要な支援を行っていく。

問 教育支援センターを
居場所に 答 児童生徒のニーズを

把握した支援を行う

教育支援センターが入る
予定の施設

閉鎖される新白岡駅東口
自転車駐車場

　指定避難所の見直しをするとの
こと。消防篠津分署も保健センター
分館も周辺住民にとっては安心安
全を感じる施設で心の支えになっ
ていた。民間の大規模施設や地域
の寺社などから災害対策に関し、
連携協力が得られないか。

　指定緊急避難場所については、
保健センター分館の解体に伴い指
定を取り消すとともに、白岡市役
所篠津分館を新たに指定する予定
である。民間事業者との災害時に
おける市との連携については、設
置される施設の状況を踏まえ、引
き続き、協議を進めていく。

問 災害対策はどうなる
白岡と篠津地区 答 民間事業者と引き続き

協議を進めていく

　一昨年２月に出された個別施設
計画の対応方針に対し、新白岡駅
東口自転車駐車場や保健センター
分館の廃止など違うことが起きて
いる。秩序をもって事務執行を適
切にしていくはずが、計画無視で
進められている。どんな理由で今
後どうするのか。

　施設利用者の減少や代替施設の
確保など計画策定後の理由により、
廃止と判断した施設がある。公共
施設の維持管理は、施設利用者の
安心・安全に配慮しながら、合理
的・効率的に行う必要がある。そ
のため、今後は公共施設再編に向
けた実行計画の策定を進める。

問 一刻も早く公共施設統合
再編実施計画を 答 公共施設再編実行計画の

策定を進める
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